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国立大学法人お茶の水女子大学附属高等学校 指定第 期目 〜  

 
❶令和 年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

① 研究開発課題  

女性の力をもっと世界に～協働的イノベーターとイノベーションを支える市民の育成～ 

② 研究開発の概要  
新たな発見・価値を創造できるイノベーターとなりうる女性を輩出することをめざすとともに，

イノベーションを支える市民を育成するため，全校生徒を対象とする研究開発に取り組む。第 1 学

年では，「生活の科学」（必修 1 単位）により，科学への興味・関心を喚起するとともに，「課題

研究基礎」（必修 2 単位）により，素朴な疑問を問いにつなげる力やそれを追究する力を養う。第

2 学年では，「課題研究Ⅰ」（必修 3 単位）により，科学的方法論による探究活動に取り組み，客

観的な根拠に基づき自己の思考を論理的に組み立て的確に表現する力，新たな発見や価値の創造を

導く力を培う。第 3 学年では，「課題研究Ⅱ」（選択 1 単位）を設置し，「課題研究Ⅰ」の成果を

さらに充実・深化させるとともに，学会等において発表する機会を設ける。また，「総合的な探究

の時間」（必修 1 単位）を活用し，「持続可能な社会の探究」をテーマに，3 年間の学びを統合し

て，科学的根拠に基づく価値判断・意思決定・合意形成の能力を高める。 
③ 令和 4 年度実施規模  

令和 4 年度の在籍生徒数は以下の通りである。 
 

 第第 1 学学年年 第第 2 学学年年 第第 3 学学年年 計計 実実施施規規模模

生生徒徒数数 128 119 120 367 全全校校生生徒徒をを

対対象象にに実実施施学学級級数数 ３３ ３３ ３３ ９９ 

④ 研究開発の内容  
○研究開発計画 
第 1 年次 目標：第 学年の 推進～課題研究のスキルを培う体験的な学びを作る～ 

【研究計画】 
①カリキュラムマネジメントの実施 
②「生活の科学」実施 
③「課題研究基礎」実施 
④「課題研究Ⅰ」試行 
⑤教育課程外の取組実施 

【評価計画】 
①各科目及びプログラム全体の評価方法を検討し，評価計画を策定する 
②「生活の科学」「課題研究基礎」の評価実施 
③第 1 学年の SSH プログラムの評価実施 

【交流・普及活動】 
①先進校視察の実施 
②研究開発実施報告書の作成 
③生徒による研究成果の普及活動の実施 
④理数一日体験授業の実施 

第 2 年次 目標：第 学年の 推進～深い思考を伴う課題研究の実現をめざす～ 
【研究計画】 
①「生活の科学」，「課題研究基礎」の改善 
②「課題研究Ⅰ」実施 




